













































































説明している 4）。評 価の対 象として、① 構造
（Structure）評価：センターの設備、人員、勤務体



































































































































































































































































































④ 価 値 判 断 および 意 見 決 定 のため の 評 価
（evaluation for judgment）、⑤宣伝活動のため






























































（出所） Rossi, P. H., Lipsey, H. W. & Freeman, H. E., Evaluation 7th edition，2004.＝大島巌，  平岡公一，  森俊夫，  元永卓郎監訳 






















































② アセスメント ⑨ 地域ネットワ クー形成
③ 支援計画作成 ⑧ ケア会議
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